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情報倫理綱領案作成 WG の委員長として具体案作成に奔走された実績を持つ。第 3 に、本論文の主テーマであるホイ
ッスルプローイングを、日本に導入することの是非を論じている。ホイッスルブローイングは企業内不正の対応策と
して米国では有効とされているが、今まで日本でまともに論じられることはなかった。文化の差がもたらすものであ
ろう。しかし、第 1 の考察からすると日本でもその導入は必要であり、第 2 番目の考察である情報倫理とも主旨が合
致していると認めることができる。第 3 の考察では、ホイッスルプローイングの受け皿として、企業の監査役がその
任に当たる案を提出している点が新しい。従来、企業法務や顧問弁護士、あるいは専任役員がその任に当たると米国
では考えられているが、日本の制度にすでにある監査役をその受け皿とする案は、ホイッスルプローイングに新しい
展開をもたらすことができるであろう。この案の実証のため、現役の監査役約二百人の意見を調査した結果、半数以
上の監査役から肯定的反応を得るとともに、その意識と実行能力のあることを示す事実を報告している。
もっとも、本論文の成果を具体化するには、監査役に調査能力を与えるサポート体制を義務づけるなど、実効ある
ものにするための法改正が必要であるが、それは研究論文の守備範囲を超える。また、ホイッスルプローイングをお
こなう際の判断基準を明確にする必要があるが、このままでも現実の企業社会において不正防止の方策が探索されて
いる今、この提案に関心を示す企業人への指針としては充分役立つ。
よって、本論文は博士(国際公共政策)の学位に充分値するものであると判定する。
